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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年12月3日(2020.12.3)

【公表番号】特表2019-535306(P2019-535306A)
【公表日】令和1年12月12日(2019.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-050
【出願番号】特願2019-542804(P2019-542804)
【国際特許分類】
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   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
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   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月21日(2020.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤ１６０－ＴＭアイソフォームの細胞外ドメインと結合するモノクローナル抗体また
はその抗原結合フラグメントであって、前記抗体またはそのフラグメントが、ＧＰＩアン
カー型アイソフォームともＣＤ１６０可溶型アイソフォームとも結合せず、前記モノクロ
ーナル抗体またはそのフラグメントのエピトープが配列番号１のアミノ酸残基１７５～１
８９のうちの少なくとも１つのアミノ酸残基を含む、モノクローナル抗体またはその抗原
結合フラグメント。
【請求項２】
　前記エピトープが、配列番号１のアミノ酸残基６２～８５のうちの少なくとも１つのア
ミノ酸残基をさらに含む、請求項１に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラ
グメント。
【請求項３】
　キメラ抗体、ヒト化抗体またはヒト抗体である、請求項１または２に記載のモノクロー
ナル抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項４】
　以下のＣＤＲ：ｉ）配列番号６で記載され、Ｘ１１がＹまたはＳであり、Ｘ１２がＧま
たはＹであるＶＬ－ＣＤＲ１、ｉｉ）配列番号７で記載されるＶＬ－ＣＤＲ２およびｉｉ
ｉ）配列番号８で記載され、Ｘ３がＳまたはＹであるＶＬ－ＣＤＲ３のうち少なくとも１
つのものを含む軽鎖、ならびに／または
以下のＣＤＲ：ｉ）配列番号９で記載され、Ｘ３がＳまたはＹであるＶＨ－ＣＤＲ１、ｉ
ｉ）配列番号１０で記載され、Ｘ１がＹまたはＧであり、Ｘ１０がＮまたはＳであるＶＨ
－ＣＤＲ２およびｉｉｉ）配列番号１１で記載されるＶＨ－ＣＤＲ３のうち少なくとも１
つのものを含む重鎖を含む、
請求項１～３のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメン
ト。
【請求項５】
　前記抗体またはそのフラグメントが、
以下のＣＤＲ：ｉ）配列番号６で記載され、Ｘ１１がＹまたはＳであり、Ｘ１２がＧまた
はＹであるＶＬ－ＣＤＲ１、ｉｉ）配列番号７で記載されるＶＬ－ＣＤＲ２およびｉｉｉ
）配列番号８で記載され、Ｘ３がＳまたはＹであるＶＬ－ＣＤＲ３を含む軽鎖と、
以下のＣＤＲ：ｉ）配列番号９で記載され、Ｘ３がＳまたはＹであるＶＨ－ＣＤＲ１、ｉ
ｉ）配列番号１０で記載され、Ｘ１がＹまたはＧであり、Ｘ１０がＮまたはＳであるＶＨ
－ＣＤＲ２およびｉｉｉ）配列番号１１で記載されるＶＨ－ＣＤＲ３を含む重鎖とを含む
、
請求項１～４のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメン
ト。
【請求項６】
　前記抗体またはそのフラグメントが、
以下のＣＤＲ：ｉ）ＶＬ－ＣＤＲ１：ＡＧＴＳＳＤＶＧＧＹＹＧＶＳ（配列番号２０）、
ｉｉ）ＶＬ－ＣＤＲ２：ＹＤＳＹＲＰＳ（配列番号７）およびｉｉｉ）ＶＬ－ＣＤＲ３：
ＳＳＳＴＹＹＳＴＲＶ（配列番号２４）を含む軽鎖と、
以下のＣＤＲ：ｉ）ＶＨ－ＣＤＲ１：ＮＹＳＭＮ（配列番号２６）、ｉｉ）ＶＨ－ＣＤＲ
２：ＹＩＹＧＳＳＲＹＩＳＹＡＤＦＶＫＧ（配列番号２９）およびｉｉｉ）ＶＨ－ＣＤＲ
３：ＧＭＤＶ（配列番号１１）を含む重鎖とを含む、
請求項１～５のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメン
ト。
【請求項７】
　前記抗体またはそのフラグメントが、
以下のＣＤＲ：ｉ）ＶＬ－ＣＤＲ１：ＡＧＴＳＳＤＶＧＧＹＳＹＶＳ（配列番号２３）、
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ｉｉ）ＶＬ－ＣＤＲ２：ＹＤＳＹＲＰＳ（配列番号７）およびｉｉｉ）ＶＬ－ＣＤＲ３：
ＳＳＹＴＹＹＳＴＲＶ（配列番号２５）を含む軽鎖と、
以下のＣＤＲ：ｉ）ＶＨ－ＣＤＲ１：ＮＹＹＭＮ（配列番号２７）、ｉｉ）ＶＨ－ＣＤＲ
２：ＧＩＹＧＳＳＲＹＩＮＹＡＤＦＶＫＧ（配列番号３０）およびｉｉｉ）ＶＨ－ＣＤＲ
３：ＧＭＤＶ（配列番号１１）を含む重鎖とを含む、請求項１～５のいずれか１項に記載
のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項８】
　配列番号１２または配列番号１４と少なくとも７０％の同一性を有する重鎖と、配列番
号１３または配列番号１５と少なくとも７０％の同一性を有する軽鎖とを含む、請求項１
～７のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項９】
　配列番号１２または配列番号１４と同一である重鎖と、配列番号１３または配列番号１
５と同一である軽鎖とを含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体
またはその抗原結合フラグメント。
【請求項１０】
　細胞傷害性部分とコンジュゲートされている、請求項１～９のいずれか１項に記載のモ
ノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメ
ントを含む、融合タンパク質。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメ
ントの重鎖または軽鎖をコードする、核酸分子。
【請求項１３】
　配列番号１６、配列番号１７、配列番号１８または配列番号１９と７０％の同一性を有
する核酸配列を含む、請求項１２に記載の核酸分子。
【請求項１４】
　抗体依存性細胞傷害、補体依存性細胞傷害または抗体依存性食作用を媒介する、請求項
１～９のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項１５】
　癌細胞がＣＤ１６０－ＴＭを発現する癌の治療に使用するための、請求項１４に記載の
モノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメントを含む組成物。
【請求項１６】
　前記癌が、ＮＫ白血病またはＮＫリンパ腫である、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記癌が、節外性および非節外性ＮＫ／Ｔリンパ腫；ＮＫ細胞由来の悪性腫瘍；および
急性ＮＫ白血病から選択される、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１８】
　抗体依存性細胞傷害も補体依存性細胞傷害も抗体依存性食作用も媒介しない、請求項１
～９のいずれか１項に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項１９】
　癌、感染症あるいは自己免疫疾患および／または炎症性疾患の治療に使用するための、
請求項１８に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメントを含む組成物。
【請求項２０】
　それを必要とする対象の発作性夜間ヘモグロビン尿症の治療に使用するための、請求項
１８に記載のモノクローナル抗体またはその抗原結合フラグメントを含む組成物。
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